
 

 
平成 25 年 11 月 29 日  
国 土 交 通 省 
佐伯河川国道事務所 
延岡河川国道事務所 

東九州道（蒲江
か ま え

ＩＣ～延岡
の べ お か

ＪＣＴ間）の 

部分開通による整備効果について 

 
 

 

 

記者発表資料 

【開通後の主な整備効果】佐伯・延岡地域の方々に聞きました。 

 ○観光への支援 

  県境を越えた交流が活発になっており、観光客が約５割増加！ 

  しています。 
 

 ○防災への支援 

  大規模地震の津波による佐伯・延岡地域住民の命の道として期待！ 

されています。 
 

 ○救急医療への支援 

  安静搬送が可能となり、救急搬送患者の負担が軽減！されます。 
 

 ○生活への支援 

  開通区間における地域の方の道路に対する満足度が向上！しました。 
 

［その他参考：東九州道整備効果］ 

① 東九州道開通が地域観光の振興に貢献しています。 

② 高速道路を活かした産業・物流拠点形成に大きく貢献！しています。
 

※なお、継続的な調査を行い、開通による効果について、引き続き、 

お知らせする予定です。 

お問い合わせは、下記までお願いします。 

国土交通省 九州地方整備局 

佐伯河川国道事務所 

Tel：0972-22-1880

 副所長(道路) 浅井 博海 （内線205）

 調査第二課長 次郎丸 敬太（内線451）

 

国土交通省 九州地方整備局 

延岡河川国道事務所 

Tel：0982-31-1155

 副所長(道路) 中川 英一（内線 205）

 調査第二課長 渡邉 賢一（内線 451）

 

国土交通省九州地方整備局が整備を行っている東九州道のうち平成 25 年 2 月

に開通した蒲江～北浦間､平成 24 年 12 月開通の須美江～延岡ＪＣＴ間の開通後

の整備効果についてお知らせします。 

す み え       のべおか かまえ     きたうら 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

蒲江波当津

佐伯～蒲江(H27供用予定)

椎田南～宇佐H26目標
※用地買収等において、
　地元の協力が得られた場合。

北浦～須美江(H26供用予定)

苅田北九州空港～行橋(H25供用予定)
行橋～豊津(H26供用予定)
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平成27年度
開通予定

(延長20.4ｋｍ)

平成26年度
開通予定

(延長6.4ｋｍ)

平成25年2月16日開通
延長14.2km

平成24年12月15日開通
延長18.4km

開通区間の概要 
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位置図 

▲蒲江 IC 付近の状況 

▲須美江 IC 付近の通行状況 

詳細図

東九州道

凡　　例

開通区間

事業中区間

基本計画区間

調査中区間

ＩＣ・ＪＣＴ

北郷～日南(H29供用予定)

日向～都農(H25供用予定)

鹿屋串良～曽於弥五郎(H26供用予定)
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道の駅かまえ

元猿海岸

高平キャンプ場

ﾏﾘﾝｶﾙﾁｬｰｾﾝﾀｰ

佐伯市蒲江海岸

蒲江海上釣り堀
釣っちゃ王

波当津海水浴場

ホタルの宿

道の駅北浦

須美江家族旅行村

道の駅北川はゆま

平均

1.0

平均

・東九州道が開通したことにより、利便性が向上し、遠方からのお客
様が増加した。お客様の利便性をより向上させるためにも、未供用
区間の早期整備をお願いしたい。

■沿線の観光施設の入込み客が大幅に増加！

☞ 東九州道の開通により地域の主要な観光施設の入込み客数が平均して約５割増加しています。
☞ 道の駅では隣県ナンバーが多くみられるなど、県境を越えた広域的な交流が活発化しています。

▲主要観光施設の入り込み客数の伸び率（東九州道開通前後）
出典：大分県観光統計調査、延岡市商工観光課提供データ
佐伯市側 開通前：H24.4～6月 開通後：H25.4～6月（波当津海岸は8月の海水浴客の結果）
延岡市側 開通前：H24.GW 開通後：H25.ＧＷ

観光への支援 県境を越えた交流が活発になっており、観光客が約５割増加！しています。

■県境を越えた広域的な交流が活性化
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道の駅かまえ

道の駅北浦

道の駅
北川はゆま

宮崎県ナンバー 大分ナンバー 県外ナンバー 県内ナンバー

宮崎県
13.3％

県外
13.2％ 県内ナンバー

大分県
23.3％

県外
24.0％ 県内ナンバー

大分県
15.0％

県外
17.9％ 県内ナンバー

（1,228台）

（大分県）

（1,527台）

（宮崎県）

（1,166台）

（宮崎県）

道の駅「かまえ」 店長

・県外からのお客さんが増え、特に延岡や日南方面からたくさん来ら
れているようだった。未供用区間の早い開通を期待しています。

道の駅「北浦」 支配人

・特にゴールデンウイークは、今までにないお客様の多さで、交通整
理をしなければならないほど盛況だった。東九州道が開通したこと
の影響が大きいと思う。

道の駅「北川はゆま」 支配人

▼マンボウを見て賑わう観光客(ﾏﾘﾝｶﾙﾁｬｰｾﾝﾀｰ）

・延岡方面への観光が便利になった。
・波当津方面へ40年ぶりに行くことができました。
嬉しかった。

・大分方面、宮崎方面へのレジャーが増えた。

地域住民の声

（佐伯市蒲江町 男性）

（佐伯市蒲江町 女性）
（延岡市北浦町 男性）

【参考】

▲道の駅ナンバプレート調査（H25.8.10土曜日） ※（ ）内は対象車両台数 2
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道路災害

不安なし

☞ 佐伯・延岡地域は南海トラフ地震による津波浸水被害が想定されており、佐伯市蒲江の住民の約９割、延岡市北浦町の住民の約
６割の方が不安を抱いていました。

☞ 東九州道においても、津波などの緊急時に備え、緊急連絡路や避難階段を設置し、地域住民の安全・安心を確保することで命の
道として期待されています。

☞ 今回の東九州道の開通により、約４～５割の住民の津波に対する不安が改善しました。

防災への支援

▲住民アンケート調査結果（H25.8.14～8.30） 有効回答数：蒲江497世帯、北浦432世帯（複数回答可）

Ｑ：お住いの地域でどのような災害に対して不安がありましたか？

▲住民アンケート調査結果（H25.8.14～8.30）
有効回答数：蒲江388世帯、北浦252世帯

佐
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江
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岡
市
北
浦
町

【葛原地区】【丸市尾地区】

■国道県道が通行止めになった際など、緊急車両派遣や
物資輸送支援、避難場所の確保に寄与

緊急連絡路緊急連絡路 避難階段

【北浦IC付近】

丸市尾地区

葛原地区

北浦ＩＣ付近

災害への備えができ、不安が改善！

Ｑ：津波が不安な方にお尋ねします。不安は改善しま
したか？

■開通前は津波への不安が高い

■開通により不安が解消した方が約４割！

■緊急時の避難場所を東九州道沿線で確保！

大規模地震の津波による佐伯・延岡地域住民の命の道として期待！されています。（防災面での不安解消）

60%

85%

31%

32%

26%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地震

津波

風水害

土砂災害

道路災害

不安なし

住民の約６割が
津波に対して不安

住民の約9割が
津波に対して不安

津波の不安が改善した方が約４～５割

▲出典：夕刊デイリー新聞(H25.1.30)
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29%

27%
24%

20%

避難場所
ができた

救援物資
が早く届く

孤立する不安
が減った

早く非難
ができる

▲住民アンケート調査結果（H25.8.14～8.30）
有効回答数：385世帯（複数回答可）
（蒲江、北浦の津波の不安が改善した方を対象）

Ｑ：改善した方にお尋ねします。不安が改善され
た理由は？

・災害時には東九州道は特に有効だと思います。
（佐伯市蒲江町 男性）

・これまでは国道10号しかなく、大きな災害
時は不便だった。 （延岡市北川町 女性）
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☞ 東九州道の開通により、地域住民の救急医療への不安が改善されました。
☞ 救急搬送時間が１６分短縮し、救急救命率の向上が期待されます。（波当津地区～県立延岡病院）
☞ 救急搬送時に東九州道を利用することで一般道利用時よりも横揺れが低減し、搬送患者の負担を大きく軽減されます。

救急医療への支援

▲救急車プローブ調査結果(H25.8.9～8.26)

カーブ区間の横揺れを最大で約78％
低減※し、搬送患者の負担を軽減し
ています！

北浦地区などから県立延岡病院へ搬送する際にはカー
ブ区間が多かったので搬送時の負担が大きかったので
すが、東九州道の開通により、走行時の揺れが大幅に
少なくなり、搬送患者の負担を大きく軽減しています。

東九州道(須美江IC～延岡IC)を利用

※救急搬送時の救急車の横揺れの大きさを計測(北浦地区～県立延岡病院への搬送時)

※波当津地区～県立延岡病院への搬送短縮時間

延岡市消防本部

基準値0.15G※

超過で救急搬
送患者の容態
に悪影響！

最大 0.04G

カーブ区間を明示

最大 0.18G
左

右

基準値

基準値

国道388号を利用

■東九州道を利用することで安静搬送が可能となり、搬送患者の負担を大きく軽減

■アクセス時間が16分短縮※（開通前:59分、開通後:43分に時間短
縮）し、救急救命率が15％向上

100

75
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25

92.5％
77.5％

30秒 １分 2 3     5 10  15      30       1時間 （時間経過）

（％）

（死
亡
率
）

▲カーラーの救命救急曲線と搬送時間短縮効果

開通前
59分

開通後
43分

【参考】救急搬送時間が短縮し、救急救命率が向上

救急救命率
(多量出血)
１５％向上

安静搬送が可能となり、救急搬送患者の負担が軽減！されます。

※国道388号：最大0.18G
東九州道 ：最大0.04G

0.78
低減

4

揺れの大きい箇所

※「曲線走行時に掛かる横Gが0.15G以上となれば、最高血圧の変動量が10mmHgを超過し、搬送患者へ影響を与え
る可能性がある」
出典：地域の医療を支援する道路構造の分析・評価（第27回日本道路会議）

少し改善した
29％

かなり
改善した
１3％

未回答
14％特にか

わらない
44％

Ｑ：地域の救急医療
サービスに不安
がありますか？

有効回答数：蒲江477世帯、
北浦388世帯、北川167世帯

Ｑ：東九州道の開通により、救急医療への
不安は改善されましたか？

地域住民の救急医療への不安が改善

有効回答数：745世帯
（地域の救急医療サービスに不安がある方を対象）

▲住民アンケート調査結果 (H25.8.14～30)

ある
72％

その他
2％ない

26％

「改善した」
が約4割！



35%

30%

31%

4%
かなり改善した

改善した

変わらない

その他

30%

25%16%

13%

11%
5%

観光時

渋滞

目的地まで遠い

事故や落石が怖い

大型車が
走って怖い

その他

不満なし

Ｑ：道路を利用するときに不満を感じていたことはあ
りますか？

▲住民アンケート調査結果（H25.8.14～8.30）
有効回答数：1,133世帯（複数回答可）

Ｑ：東九州道の開通により、不満は改善されまし
たか？

▲住民アンケート調査結果（H25.8.14～8.30）
有効回答数：840世帯（不満があった方を対象）

☞ 東九州道の開通前は、アンケート調査の約８割が道路に不満と回答していました。
☞ 開通後は、約７割の方が道路の不満が改善したと回答しており、主な改善理由は「目的地までの時間短縮」「事故や
落石の不安が無くなった」となっており、時間短縮の効果や安心・安全の向上を実感されています。

蒲江から
供用後60分圏

蒲江

延岡
蒲江からの
６０分圏が拡大
蒲江からの
６０分圏が拡大

北浦

佐伯北浦から
供用後60分圏

北浦からの
６０分圏が拡大
北浦からの
６０分圏が拡大

■開通前は回答の約８割が道路に不満 ■開通により約７割方の不満が改善！

生活への支援 開通区間における地域の方の道路に対する満足度が向上！しました。

供用前は住民が
道路に不満
約８割！

不満が改善
した方が
約７割！

Ｑ：どのような改善がみられましたか？

民間プローブデータ（日平均）開通前H24.6～12
開通後H25.2～6 ※60分圏：一般的な日常生活圏

▲蒲江町、北浦町からの60分圏の拡大図
▲住民アンケート調査結果（H25.8.14～8.30）
有効回答数982世帯（複数回答可）

・延岡への通勤に疲れなくなった。とて
もありがたいです。

（延岡市北浦町 女性）
・大分空港・大分市内までが便利になっ

た。蒲江～佐伯間の開通でますます便
利になることを期待しています。

（佐伯市蒲江町 女性）
・福岡、大分に行く時間が短縮された 。

全線開通すればもっと。
（延岡市北浦町 女性）

・宮崎、北方方面が便利になった。
（延岡市北浦町 男性）

・交通安全がかなり向上しました。
（延岡市北浦町 男性）

日常生活の行動範囲が広がり便利に！

5

具体的には…

【参考】

■利便性向上を実感された方の自由意見

10% 3%

24%

13%
50%

目的地までの
時間が減った

事故や落石の

不安が無くなった

観光シーズンの

渋滞が減った

トラックが

少なくなった



■東九州道開通をきっかけに、産・官・民の取り組みが活性化■東九州道開通により観光地としての認知度向上！

☞ 観光地として、佐伯市・延岡市の認知度が向上し、観光客の来訪意欲を創出しています。
☞ 産（企業）・官（自治体）・民（地域）による、県境を超えた活動や連携が活性化しています。
☞ 東九州道の延伸とともに、延岡市及び佐伯市の観光入込客数が増加しています。

▲九州居住者ＷＥＢアンケート結果（Ｈ25.8）

観光客受け入れ体制を強化民（地域）民（地域）新たな旅行プランが登場産（企業）産（企業）

情報ﾂｰﾙの相互活用へ官（自治体）官（自治体）

東九州道開通により、
産・官・民の“県境を
超えた”連携が活性化

東九州道開通により、
認知度が向上し、
来訪意欲を創出！

 佐伯市と延岡市が「広域連携に関する基本協
定」を締結（平成２５年８月）

 平成２５年１０月から、両市が持つ情報ツール
を相互活用し、イベントや特産品を互いにＰＲ

 旅行会社が東九州道
を利用した旅行プラ
ンを続々企画

 旅行誌が東九州道開
通の記事を掲載
（Ｈ25年2月号）

 地域団体が観光活性化に向けた活動を展開

東九州道がきっか
けで来訪
４２％その他

５６％

不明
２％

※有効回答数6,237票

出典：宮崎日日新聞H25.8.28

Ｑ：「佐伯・延岡」を来訪したきっかけは？

参 考

延岡市の観光入込客数が増加

① 東九州道開通が地域観光の振興に貢献しています。
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企画主体 概要

読売旅行 東九州道の開通に伴いツアーを新規に設定

JAF HPにて東九州道を使ったドライブルートを紹介

青島ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙ 「東九州自動車道・須美江―延岡間が開通！」というPR

まっぷる 「東九州自動車道が次々と開通して移動がスムーズに」の記事

宮崎交通 高速バス路線新規運行計画

昭文社より複製許諾済

■佐伯・延岡に来訪された方の声
・観光地があることがわかり、開通後３度も来訪しました。 60代 女性
・陸の孤島である宮崎県に近くなり、大変うれしいです。 40代 男性

活動の名称

ひむか宮崎県北広域観光
ひむか日豊海岸観光推進協議会
のべおかぐるコン
蒲江IP（インターパーク）構想
デジタルスタンプラリーの試行
東京ガールズコレクション 約40,000人参加

東九州伊勢えび祭り 約4,000人参加

えんぱく（延岡感動体験泊覧会）
日豊海岸シーニックバイウェイ
ノベスタ（延岡感動体験案内人）
上益城・高千穂・延岡・日向連携事業
てっぺんトリ決定戦
食の４大キャンペーン
グリーンツーリズムの実施
由布市との観光協会交流協定締結
修学旅行の誘致
観光キャラバン隊

開通の影響

【新規】
 
　Ｈ24年12月（須美江IC
～延岡JCT間開通)を
きっかけに新たに活動を
開始した取組み

【強化】

　今後の高速道全線開
通に向け、地域観光活
性化を目的とした活動を
活発化している取組み
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出典：延岡市提供▲延岡市の観光入込客数の推移
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高速道路の開通時期

延岡～延岡南
H17.4

延岡～舞野
H18.2

舞野～北方
H20.4

津久見～佐伯
H20.6



約３分

約５分

約１０分

工業団地

◎リサーチパーク向陽台 （工業団地）
・６区画 【４／６区画 企業立地】
・企業数 ４社
・企業誘致活動中（残２区画）

◎クレアパーク延岡 ）
・5.6ha〈１工区〉 【H21 完売】
企業数 ６社

・11ha 〈２工区〉［H23.3完成］
・企業誘致活動中

◎差木野工業用用地
・1.8ha、１区画 【H22 完売】
・企業数 １社

■東九州道のICから10分以内の好立地により、地域の産業･物流拠点が形成！ ■東九州道の延伸が佐伯市・延岡市のまちづくりを支援！

☞ 佐伯市・延岡市の総合計画に基づく企業誘致や工業用地の造成促進に寄与しています。
☞ 開発整備された佐伯市・延岡市の４箇所の工業団地はいずれも、近接ＪＣＴ・ＩＣまでの所要時間は１０分以内です。
☞ 東九州道延伸とともに、佐伯市・延岡市内の企業立地件数が増加しています。

 佐伯市内を中心として、企業や商業施設立地が進展
 延岡市内の高速道路インターに近い場所への工業用地の造成が進行

 高速道路の開通が、企業者への立地意欲を誘引し、高速道路の
開通を見据えた企業立地が進んでいる。

東九州道の延伸とともに新規企業立地数が増加

② 高速道路を活かした産業・物流拠点形成に大きく貢献！しています。

7
（本社移転及び増設件数を含む）

▲延岡市の企業立地状況

▲佐伯市の企業立地状況▲位置図

企業

高速道路の開通により物流効率化の
メリットがあり、東九州道の開通を
見据えて進出を決めました。

企業者

延岡市

高速道路の開通が企業進出意欲の刺
激になっており、現在、立地の問合
せが多くなっています。

すべての工業団地から最寄
IC・JCTまでの所要時間が

10分以内の好立地！

企業数
工業団地

約２分

平成17年から平成
24年にかけて計
18件の企業が立地

◎門前工業用地
・2.4ha【H25完成】
・企業誘致活動中

佐伯IC周辺
に多くの企業
等が立地！

参 考
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出典：佐伯市・延岡市提供▲佐伯市・延岡市の企業立地数（累計）の推移
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